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平成 21 年北秋田市議会３月定例会行政報告 

 

 

北秋田市議会３月定例会の開催にあたり、12 月９日以降の主な事項及び今後予

定している事項について報告いたします。 

 

 

 

市 長 部 局 

 

 

 

総 務 部 
 

〈総務課関係〉 

 定額給付金について、国会において生活支援と地域経済対策に資する目的で、

国民に給付する補正予算が可決され、北秋田市でも外国人登録者も含め 38,595 人

に給付される見込みとなりました。給付には迅速な対応をするため総務課内に「給

付金準備室」を設置し、事務費等の予算措置も含め、給付への準備作業を進めて

おります。なお、国会での財源確保のための関連法案の成立が条件となることか

ら、実際の給付開始は新年度以降となる見込みでおります。 

平成 20 年度の職員退職者数は、年度途中の退職者２人を含め 49 人の予定となって

おります。  

 

〈危機管理対策室〉  

「避難判断・伝達マニュアル」については、昨年の６月 18 日から各自治会会長へ

の説明並びに関係機関との調整に取り組んできたところであり、今年度中に各自治会

へ配布、避難所施設への備え付けを完了する予定でおります。  

 また、市民の皆さんへの周知と、避難行動に役立たせるため、「避難所表示板設置事

業」として、今年度は 10 箇所の避難所に表示板を設置しております。  

孤立化集落の情報通信解消対策として、衛星携帯電話を今年度６台購入したことに

より、対象集落全てに設置することになります。  
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企 画 部 
 

〈総合政策課関係〉  
「秋田内陸線再生支援協議会」について、秋田内陸線の再生に向け効果的な支援を

行うことを目的に平成 17 年度に設立された任意団体でありますが、昨年９月に同様

の趣旨で「秋田内陸地域公共交通連携協議会」が法定団体として発足したことに伴い

発展的に解散しております。今後、秋田内陸線を含む地域公共交通の全体的な活性化

と再生に向けては、この二つの協議会を一体的な組織に改編し進めることがより効率

的・効果的であると考え、平成 21 年 1 月 30 日に再生計画及び事業並びに財産を「秋

田内陸地域公共交通連携協議会」に引き継いでおります。  

なお、「秋田内陸地域公共交通総合連携計画」の策定については、「秋田内陸地域公

共交通連携協議会」が（株）ライトレールに業務委託し、1 月末までに市民 3，000

人を対象としたアンケートと、集落並びに関係事業者への聞き取り調査を実施してお

ります。  

「行財政改革大綱」については、１月 28 日までに委員会を７回開催し、大綱案

及び実施計画案の策定を終えました。２月 13 日に市長へ報告し、今後は市長を本

部長とする行政改革推進本部で検討し、更には市民の皆様方からの意見もいただ

きながら、財政の健全化に向け鋭意取り組んでまいります。 

今年４月からの組織機構については、関連条例を 12 月定例会で議決いただきまし

たが、個々具体的な事務分掌の取扱いについては、現在、関連部署で調整を図りなが

ら進めている状況であります。  

 

〈財政課関係〉 

 平成 20 年 11 月 15 日以降の主な工事等の発注状況（500 万円以上）は、次のとおり

です。 

 

工事等発注一覧表 

※ ５００ 万円以上（消費税含む）                 

                                      平成２０年１１月１５日～平成２１年１月３０日  

工事名（業務名） 契約年月日
契約額 

（千円） 
請負業者名 

クリーンリサイクルセンター２号 炉 再 燃 焼 室 耐 火 物

補修工事 
H20.12.4 20,790 ユニチカ㈱東京本社 
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市民生活部    １件  20,790  

都市計画道路太田川口線改良工事（第１期） H20.11.21 26,775 朝日建設㈱ 

北部幹線工事（鷹巣処理区 その１） H20.12.8 67,095 秋田機械建設㈱ 

北部１号幹線工事 （鷹巣処理区） H20.12.19 30,030 ㈱津谷組 

マンホールポンプ設置工事 （米内沢処理区）  H20.12.19 15,624 東光鉄工㈱ 

マンホールポンプ設置工事（鷹巣処理区 MP16）  H21.1.9 11,697 
大館桂工業㈱北秋田営業

所 

北部２号幹線工事（鷹巣処理区 その１）  H21.1.22 10,762 ㈱大川建設 

面整備工事（阿仁合処理区 その１） H21.1.22 20,265 （有）岸野建設 

村づくり交付金 ＜農業集落排水単独事業＞道城

地区第 04305 号工事              
H21.1.23 7,245 （有）宗和 

建設部       ８件  189,493  

林道災害復旧工事（前山滝の沢線１号箇所）    H20.12.5 33,180 （有）丸栄建設 

産業部       １件  33,180  

平 成２０年 度 村づくり交付 金（合 川 地 区）第 01304

号工事  
H21.1.8 18,742 （有）喜組 

平 成２０年 度 村づくり交付 金（合 川 地 区）第 01305

号工事 
H21.1.22 12,862 （有）喜組 

合川支所      ２件  31,604  

平成２０年度移動通信用鉄塔施設整備事業 NTT

ドコモ通信設備工事  
H21.1.8 9,240 ㈱協和エクシオ東北支店 

阿仁支所      １件  9,240  

合    計     １３件  284,307  
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市民生活部 

 

〈市民課関係〉 

平成 20 年 12 月末日現在の住民登録者数は、38，448 人でその内訳は、男 18，128 人、 

女 20，320 人、世帯数は 14，701 世帯となっております。 

 

〈保険課関係〉 

  平成 19 年度の当市国民健康保険医療費の状況は次のとおりです。 

◎一人当たり医療費対前年比較            （単位：円、％） 

一   般  退   職  老   人  

18年度 19年度 前年比 18年度 19年度 前年比 18年度 19年度 前年比

北 

秋 

田 

市 
254,562 269,342 105.81 372,563 389,657 104.59 705,851 680,389 96.39

◎医療給付の状況             （単位：千円、人、円） 

一   般  退   職  老   人  

費用額 平均被保

数 

一人当 費用額 平均被保

数 

一人当 費用額 平均被保

数 

一人当 

北 

秋 

田 

市 1,852,537 6,878 269,342 1,443,678 3,705 389,657 3,572,041 5,250 680,389

 
 市国民健康保険保健事業（疾病予防事業）として市内医療機関の協力により平成 18 年度か

ら継続しているインフルエンザ予防接種助成事業の実施（請求）状況は次のとおりです。         

（単位：件、円） 

年 度 件 数 金  額 備  考 

20 1,294 1,932,281 １月末日現在 

19 1,297  1,940,500 年度末実績 

   対象者＝0 歳～64 歳までの国保加入者（擬制世帯主を除く） 

 

 なお、昨今の経済情勢等に鑑み、国民健康保険税の納期内納付や納税相談について、1 月 16

日付け市広報によって周知を図りました。また、平成 21 年度から国民健康保険税及び後期高齢

者保険料について、納付方法を選択できる対象者が拡大されることになり、同広報に合わせて全

世帯に周知案内を行ないました。 

           

〈医療推進課関係〉 

市民病院の建築工事については、平成21年8月の竣工に向け、積雪の影響はありますがほぼ工程
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表どおり作業が進められております。柱、床、天井の躯体工事が終了し、1月末現在の進捗率は

74％となっております。現在、内装工事に入っており、工事が進むにしたがい現場作業員も500

人規模となるため、特に安全管理を遵守させ事故のないよう努めております。 

米内沢病院事務組合については、去る12月26日に存続に向け、上小阿仁村と覚書を締結し、今

後２年間の継続が決まりました。 

 

〈国民健康保険合川診療所関係〉 

 平成 20 年度 12 月末日までの利用患者について、総数は 10,613 人（1 日平均 52 人・前年

同期比較 368 人減）で、その内訳は後期高齢者医療制度加入者 7,387 人（70％）、国民健康

保険加入者 1,917 人（18％）、社会保険加入者 1,115 人（10％）、その他 194 人（２％）とな

っております。 
 

〈阿仁病院関係〉 

 平成 20 年度の決算見込みについては、事業収入額がおよそ４億 2,300 万円で、前年度比較で

約 7,000 万円の減少となる見通しです。事業支出額は４億 1,800 万円ほどで、差引き単年度収支

額として、およそ 500 万円の利益を計上することが出来るものと見込まれております。 

 

〈保健センター関係〉 

12 月 12 日、医療団体との業務協議会が北秋田市交流センターで開催され、行政と各医療・保

健関係機関との情報交換が行われました。 

成人検診事業については、特定健康診査の結果、動機づけ支援対象者が 286 人、積極的支援対

象者が 90 人で、特定保健指導実施者数は動機づけが 69 人、積極的支援が 22 人となっておりま

す。（12 月末現在） 

また、65 歳以上の介護予防健診から、特定高齢者となった方を対象に運動機能向上・口腔機能

向上・栄養改善・閉じこもり予防等の介護予防事業を実施しており、82 人の参加となっておりま

す。  

生活習慣病予防事業については、すこやか健康講座を１月 14 日に開催し、161 人の参加があ

りました。（今後、３月まで５回の講座を開催予定） 

 心の健康づくり・自殺予防事業については、心の健康づくり講座を３地区で開催し、延べ 267

人の参加がありました。また、心の健康づくり相談員については、新たに５人が認定され、合計

215 人となっております。今後、心のふれあい相談員の活動支援として、各地区毎に｢心のふれあ

いサロン｣を開催します。 

肺炎球菌ワクチン予防接種については、12 月末現在で 140 人、インフルエンザ定期予防接種

については、12 月末現在で 6,740 人が接種を受けており、それぞれ接種費用の一部を助成しまし
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た。ＭＲワクチン（麻しん・風しん）予防接種については、12 月末現在で 811 人が接種を受けて

おります。 

 母子保健事業については、子どもの情緒豊かな心を育むための第２回親子教室｢にじ色リボン｣

を 12 月３日に開催し、乳幼児 33 人、保護者 28 人が参加しております。12 月 13 日に開催した

食育学習会のジュニアコース（小学１～３年の親子対象）には 36 人の参加がありました。 

 献血は、成分献血 53 人、全血献血 731 人となっております（12 月末現在）。 

 

〈生活環境課関係〉 

１月 10 日、合川支所で北秋田地区交通・防犯指導隊連合会安全祈願祭及び査閲式を開催しま

した。祈願祭では、平成 21 年中の各種活動についての安全祈願を行い、査閲式では、服装及び

規律の確認を行いました。今年も警察署等の関係団体と連携した活動を推進し、市民の交通安全

の意識高揚や安心・安全なまちづくりに努めて行くことを誓い合いました。 

 クリーンリサイクルセンターについて、１月末までの見学者は、近隣の小学校児童 17 校 323

名、合川中学校生徒 18 名、合川地区ゴミを考える市民会議 28 名、鷹巣地区自治会長会 29 名と

なっております。また、ダイオキシン類対策特別措置法の規制によるダイオキシン類等排出量の

分析結果については、１号炉の排出量が 0.05 ナノグラム、２号炉の排出量が 0.12 ナノグラムと

いう結果がでており、１・２号炉ともに基準値の 10 ナノグラムを下回っております。引き続き

施設の安全稼動や廃棄物の適正処理に努めてまいります。 

 

 

 

福 祉 事 務 所 
 

〈福祉課関係〉 

２月 1 日現在の生活保護世帯数は、330 世帯、435 人となっております。 

平成 21 年度の市内 11 認可保育園への入園申込みは、昨年 12 月１日から 19 日まで入園受付け

を行った結果、1 月末現在で 871 人(定員 966 人)の入園申込みがあり、2 月に入園審査し、入園

決定を行っております。 

 平成 21 年度の放課後児童クラブ入会申込みは、1 月 19 日から 2 月 13 日まで市内 14 クラブの

申込みを受け付け、3 月上旬に入所決定を行う予定です。 

 国の子育て応援特別手当については、支給対象児童（見込み 350 人）への支給に向けて、準備

を行っております。 

 北秋田市コウノトリ委員会では、12 月 13 日に大館能代空港ターミナルビルを会場に“出会い

の集い”を開催し、54 人参加(男性 28 人、女性 26 人)のもとで、その場で気の合ったフィーリン
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グカップルでは４組のカップルが誕生しました。 

 南鷹巣保育園の改築工事について、12 月 26 日に園舎の竣工検査を行い、12 月 29 日から新園

舎での保育を行っております。残りの大型遊具設置工事をもって、全工事の竣工を目指しており

ます。 

 

<高齢者支援課関係>  

 介護保険については、12 月末現在の要支援・要介護認定者数が 2,633 人となっており、その内

サ－ビス受給者が 2,126 人で、認定者数に対する受給率は 80.74％、昨年同期と比較すると認定

者数は 43 人、サ－ビス受給者は 75 人増加しております。 

 また、第４期計画（平成 21 年度～23 年度）については、これまで、高齢者福祉・介護保険事

業運営委員会を５回開催し、今後３年間の給付費及び必要介護保険料額を検討し、今議会に条例

改正案を上程しております。 

 北秋田市福祉の雪事業については、作業業者の協力により本年度から作業単価を統一して実施

しております。また、12 月 18 日に安全な雪下ろしや除排雪作業を実施するための安全講習会を

県北技能講習センターに講師を依頼し、初めて開催しました。 

 雪事業の利用登録は、１月 27 日現在で 1,028 世帯となっており、その内一人暮らしが 641 世

帯、高齢者世帯が 332 世帯、その他の世帯が 55 世帯で、登録世帯は毎年減少の傾向にあります。 

 

〈地域包括支援センター関係〉 

 介護予防事業について、地域支援事業の一環として、要支援・要介護となるおそれのある高齢

者（特定高齢者）を対象とした介護予防プランの作成等を行っております。 

12 月末で、70 人が運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能向上等のサービスを利用しており、

それぞれ機能改善等も報告されております。 

 総合的な相談・支援・権利擁護等の包括的支援事業は、12 月末で電話・来所・訪問等による相

談の延べ件数が 2,198 件あり、うち虐待を含む権利擁護等は 238 件含まれておりますが、それぞ

れの状況に応じて解決に向け対応しております。 

 要支援１・要支援２の認定者を対象とした、介護予防支援事業における 12 月末のサービス利

用者数は、328 人となっております。 

 

 

産 業 部 
 

〈商工観光課関係〉 

 １月２日に大太鼓の館で、上町・下町両保存会の会員による「新春恒例の大太鼓のたたき初め」
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が行われました。約 100 人の関係者及び帰省客が見守るなか、館内に雷鳴のような大音響を轟か

せ、同館への誘客と今年１年の安全を祈願しました。 

１月 10 日・11 日には北秋田市営高津森クロスカントリーコースで、第 21 回森吉山スキー大会

兼第 61 回大館・北秋田中学校スキー大会が開催され、市内外から 144 人の参加がありました。 

森吉山の樹氷観賞が、１月 10 日から３月８日までの日程で始まりました。また、１月 21 日に

は、森吉山通年観光対策協議会の主催で「森吉山阿仁スキー場を考える会」が開かれ、誘客を目

的に会員自ら樹氷を見学・体験して、同スキー場をＰＲする方策等を話し合いました。 

1 月 30 日に、地域経済・雇用情勢の一層の悪化を受け、1 月 13 日に設置していた「北秋田市

緊急雇用対策庁内連絡会議」を、市長を本部長とする「北秋田市緊急雇用対策本部」に格上げし

ました。副市長ほか部長級で構成され、関係機関とも連携を強化し、雇用及び企業支援に関する

対策を講ずることを目的としております。 

 

（企業誘致推進室関係） 

昨年 12 月 20 日に、独立行政法人森林総合研究所主催による「木質バイオエタノール製造実証

プラント in 北秋田記念講演会」が、北秋田市文化会館において開催されました。 

当市に同実証プラントが設置されることを記念したもので、5 人の講師が事業の趣旨、製造技

術、原材料の供給、森林の鳥獣被害、北秋田市バイオマスタウン構想についてそれぞれ講演し、

市民や関係者約 500 人が新エネルギーの意義や将来性について理解を深めました。 

1 月 13 日には、北秋田市クリーンリサイクルセンター敷地内の、木質バイオエタノール製造実

証プラント建設予定地において、起工式並びに安全祈願祭が行われ、森林総合研究所、県、市、

その他関係者約 30 名が出席し、工事の安全を祈願しました。 

 

<農林課関係>  

平成 21 年産米の需要量に関する情報については、県より通知され、本市の数量は 19，032 ト

ンで、前年と比較すると 200 トン（△1．04 パーセント）の減となっております。これに基づき、

北秋田市米政策推進協議会（１月 15 日開催）の協議を経て、鷹巣地域水田農業推進協議会 

（10，382 トン）、阿仁部地域水田農業振興協議会（8，650 トン）に情報提供をしたところで

あり、今後は、各協議会が生産調整方針を作成し、農家に生産目標数量を配分することになりま

す。 

木材公共施設整備事業については、南鷹巣及び幸屋交流センタ－建設工事が３月完成を目指し

て工事が進んでおります。 
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建 設 部 
 

<都市計画課関係> 

都市計画道路・太田川口線整備事業における１月末現在の用地取得等の進捗率は、件数比 93％、

金額比 96％となっております。また、本体工事については ２月上旬に第二期工事（起点部箱形

函渠工）を発注しております。 

市営住宅(仮称)阿仁合団地整備事業に係る基本設計業務については、市内の建築設計事務所を

対象にプロポーザル方式により選考し、１月上旬に委託契約を締結しました。 

年次計画で進めている既存住宅への火災警報器の設置については、今年度６団地169戸を施行

し、累計では20団地314戸、全戸数の52％が完成しております。 

 

<建設課関係>  

地方道路交付金事業の平里線旧橋撤去工事は進捗率 50％、東根田下杉線の用地は、全体のおお

よそ半分にあたる 27 筆について売買契約を締結し、登記作業を進めております。 

 除雪関係については、例年より降り始めが遅く、積雪も少なめですが、1 月末現在で一斉出動

が 10 回から多い地区で 24 回となっております。また、路面整正のための出動、家屋連たん地域

等における排雪作業も随時行い、道路交通確保と市民生活の安定に努めております。 

 

<下水道課関係>  

下水道事業の円滑な運営と、合併後の懸案事項となっている使用料金統一について審議するた

め、「北秋田市下水道事業運営審議委員会」を設置しました。審議結果の概要は、下水道事業の再

評価において、対象となる公共下水道事業の合川処理区と特定環境保全公共下水道事業の阿仁合

処理区における事業を継続することが妥当であることと、下水道料金においては、統一料金とす

ることが妥当であるなど、それぞれ具申（答申）されました。 

公共下水道事業における工事の発注状況については、鷹巣処理区において、柳中地内、下

家下地内、田中下モ地内の幹線工事３件、柳中地内のマンホールポンプ設置工事１件と面整

備工事１件を発注し、阿仁合処理区において、阿仁小渕地内の面整備工事１件を発注してお

ります。 

農業集落排水事業における工事の発注状況については、道城地区において、本管布設工事

１件を発注しております。 

 

 

 

水 道 課 
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上水道事業について、平崎上岱地区配水管布設工事（PPφ50ｍｍ・L=87ｍ）は、完成してお

ります。 

 簡易水道について、合川・森吉・阿仁３地区の災害復旧工事は、完成しております。 

 

  

 

消 防 本 部 
 

〈常備消防関係〉 

平成 20 年中の災害概要について、火災は 30 件発生し昨年同期６件の増、火災種別では建物火

災が 16 件、林野火災が４件、その他火災が 10 件となっております。建物火災では、39 棟が焼

損、その内住宅の全焼が８棟、部分焼２棟、ぼや４棟となっております。  

損害額は昨年同期 175，636 千円減の 100，799 千円、死者は４名、負傷者は８名となってお

ります。 

救急出場件数は 1，284 件で、急病 886 件、一般負傷 136 件、転院搬送 125 件、交通事故 87

件等となっております。救助出場は 45 件で 14 名を救助しております。 

捜索出動状況は、３件発生し死亡発見が２人となっているほか、１人の方は捜索活動時発見に

到らず、年末になり能代市内の米代川で死亡発見されております。 

研修関係について、今年度採用した５人は１月１３日から秋田県消防学校救急科に入校中で、

３月４日終了します。 

消防の広域化については、１月 27 日に構成５市町村の副首長による、第２回連絡調整会議が

大館市役所で開催され、懸案となっている広域化の手法について、「委託の選択肢もある」として

いた鹿角市、小坂町が全面的に一部事務組合方式を選択したことから、当市を含む４市町村が一

部事務組合、大館市が委託と見解が二分した形で意見集約しました。このことから平成 22 年度

中に広域化の実現を図るとしたスケジュール等も含め、５月に予定されている首長会議に最終判

断をゆだねることになりました。 

住宅用火災警報器設置状況について、１月 30 日現在 74 自治会から申請があり、2，412 世帯

で設置しており、補助金 723，600 円を交付しております。 

 

<非常備消防関係>  

 市消防出初め式が１月４日、阿仁地区を会場に消防関係者 730 人が参加し、実施されました。

阿仁山村開発センター前から阿仁体育館まで分列行進を行い、引き続き行われた式典では永年消

防団員としての活動や功績の認められた団員が表彰されました。 

 １月 25 日、市の主催で「文化財防火デー」に伴う訓練を、本城地内の金家住宅において実施
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しました。この訓練には森吉支団第２分団が参加しております。 

 

 

 

 

 

教育委員会 

 

<総務課関係>  

竜森小学校は、明治11年の創立以来、130年の歴史に幕を閉じることになり、３月21日には閉

校記念式典が挙行されます。それと並行して進めております鷹巣南小学校・竜森小学校統合に係

る準備委員会も、協議事項や備品等の確認を終え、３月に予定されている搬出搬入計画に基づい

て統合準備が進められています。 

あきたリフレッシュ学園では、年明け関東・関西で入園募集のＰＲ活動を行い、新たにホーム

ページも開設されましたので、情報発信して引き続き学園生の募集に努めてまいります。 

 

<義務教育課課関係> 

１月16日から18日に行われた秋田県中学校スキー大会（鹿角市、仙北市）で、阿仁中学校が男子

総合優勝しました。加賀巧哉さん（阿仁中３年）は純飛躍で３連覇、複合でも優勝と二冠に輝き、

回転では上杉郷さん（同３年）も二連覇を達成しました。距離競技においても、男子５ｋｍで佐藤

太一さん（阿仁中２年）がフリー優勝、クラシカル３位、女子３ｋｍで梅田香寿美さん（合川中３

年）がクラシカルで優勝、フリーで準優勝、松橋ユキナさん（阿仁中２年）がクラシカル３位と活

躍しました。 

１月23日から28日に行われた東北中学校スキー大会（山形県）では、加賀巧哉さんが純飛躍、複

合を制し二冠という偉業を達成しました。また、距離競技女子３ｋｍフリーで梅田香寿美さんが３

位となりました。 

小学校においても、各種スキー大会が各地で行われ、スキーを通した心身の健康づくりに励みま

した。 

平成20年度の市立小・中学校及び幼稚園の卒業（園）予定者は、小学校307人、中学校322人、幼

稚園６人で、将来への大きな期待を胸に、思い出に満ちた学舎を巣立っていきます。また、平成21

年度入学（入園）予定者は小学校212人、中学校297人、幼稚園６人で、希望に満ちた入学（園）を

迎えます。 

 

<高校教育課関係>  
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 １月14日から３学期がスタートし、学校では生徒の安全と雪害の未然防止に努めております。 

冬季休業期間中に介護福祉科３年生は、介護福祉士国家試験対策のため補習授業を行い、普通

科・情報ビジネス科も資格取得のため検定試験を実施しました。また、部活動においてもフェン

シング部、将棋部が全県大会で上位入賞し、将棋部松橋愛美さんは東北大会女子個人で３位入賞、

全国大会ではベスト32の成績を収め、フェンシング部は東北大会で男子団体優勝し、３月に行わ

れる全国大会に出場します。 

平成 20 年度卒業予定者は 56 人です。大きな期待を胸に思い出深い学舎を巣立っていきます。

また、平成 21 年度秋田県公立高等学校入学者選抜日程は、前期選抜面接実施日が１月 30 日、

一般選抜学力検査等実施日が３月５日、後期選抜面接等実施日が３月 23日となっております。 

 

<生涯学習課関係>  

 12月13日、第３回わが家の味自慢「漬け物コンクール」を森吉公民館で開催しました。このコ

ンクールは、生涯学習奨励員協議会が活動の一環として開催したもので、北秋田市・上小阿仁村

から20人が43品を出品しました。参加した子どもと主婦約120人は、食文化の伝承や食の安全に

ついて学び合いました。 

 胡桃館遺跡分布範囲調査の平成20年度分について、12月までに地中レーダー探査調査を終えま

したが、結果報告書によると数箇所に強い反応が有り、遺跡の存在が濃厚であると考えられます。

２月14日に調査報告会を開催し、この調査内容を紹介しております。 

 

<公民館関係>  

 平成20年度の各公民館主催の定期講座について、６月に市民の要望を幅広く取り入れ学習体験

を深める内容として、44講座を開設し順調に運営しております。講座の大部分は２月中に終了し

ますが、鷹巣地区では講座で学んだ成果や体験を発表する『閉講のつどい』を２月27日に開催い

たします。 

 

<スポーツ振興課関係>  

 １月11日、「第61回大館・北秋田中学校スキー大会」クロスカントリー競技が高津森クロスカ

ントリーコースで開催されました。大会には大館・北秋田地区の14中学校から男女合わせて25人

が参加、シーズン幕開けの大会に熱戦を展開しました。当日は、秋田県スキー連盟公認の「第21

回森吉山スキー大会」と共催で行われたことから、小学生から中学生まで144人の参加選手で競

技が行われました。 

「第２回北秋田市民スキー大会」が２月１日に薬師山スキー場で開催され、大勢の市民で賑わ

いました。大会は、スキーの普及と市民の健康増進、体力の向上、住民の親睦と融和を図る目的

で昨年から開催され、当日は薄日が差す穏やかな天候のなか、大回転、距離、リレー、スノーボ
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ードなどの種目に小学生から一般まで、選手330人が出場しました。 


